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Ⅰ．はじめに

　身体運動が身体文化・運動文化の習得や運動能力あるいは体力の向上といった，主に発
達の論理によって理解されてきた側面はあるが，近年においては運動が持つ経験の多様な
意味を取り出して評価するという人間学的なアプローチが，結果としてもたらされる発達
に回収することのできない，運動のプロセスにおいてもたらされる豊かな経験を，現象学
的な記述を通して明らかにしようとする試み６）がなされている。
　運動学習場面において「ことば」を記号として動作表現する手法は，極めて大切なこと
である。特に運動習得に必要な用語の獲得および指導用語の理解は，運動の習得過程をス
ムーズにしていくこと，すなわち運動の理解は用語の理解とも相関することが明らかにさ
れている２），３）。

　このことは金子５）が指摘している，本原的な私の身体性において，「私が動くことができ
る」という動感身体知をめぐる新たな体育的意義と独自な教育契機を生徒に供給できるこ
とと深く関わっている部分であり，人間学的な基礎づけを基柢に据えた新しい身体性の認
識としての動感身体知の形態発生を分析し，認識しておく必要に迫られている。
　身体知の言語化の複雑性について岡端４）は，身体の使い方に関して二種類の知識を考慮
しなければならないことを指摘している。すなわち，運動意識の中で対象化されたものに
関する知識，つまり運動の仕方に関して対象化された知識と，もう一方，暗黙知の次元に
潜んでいる対象としてとらえることのできない身体化された知識である。そして，運動が
できるためには，運動の仕方に関して対象化された知識を捉える以前に，実施者自身の身
体に運動の感じを生じさせてくれるような心身状態のあり方をそのベースとして前もって
獲得しておくことが前提とされなければならないとし，言語化の複雑さを解説している。

　大学体育における人間教育への取り組み６）が模索されているが，「やってみること」と
「やったことを言葉にすること」，「やったことの『理』を知ること」の重要性が認識され，
「自然の一部でしかない意識の表面には出てこない身体」（養老孟司）を自分の「からだ」
としてみずからのもとに取り戻し，身体を言葉にし，行動にしてゆくような方策が新たな
視点として問われている。
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　ある運動技能習得に伴う学習者の内省報告を継続的に記録することにより，学習者の運
動イメージの把握や理論知および経験知のレベルを知ることによって客観的分析を進める
ことが可能になることを根拠に，筆者らは基礎的水泳運動能力の解発と同時に「やったこ
とを言葉にする」ことに力点を置き，特に水泳授業において継続的に取り組み，持続泳能
力を測る「１０分間泳測定」１）を題材として分析を試みた。当初書かれた学生の記録からは，
記述量が極めて少ないことと，記述内容が一様に短絡的なしかも感情的表現に終始する傾
向が強く，驚くほど「言葉」を持っていないことに気づかされ，言語能力や内省能力の発
達が未熟であることや，改めて運動体験を言語化することの困難性に気付かされた。
　文部科学省においては，今年改訂された小学校学習指導要領１１）（２００８）の総則で，「各教
科の指導に当たっては，児童の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎的・
基本的な知識及び技能の活用を重視するとともに，言語に対する関心や理解を深め，言語
に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，児童の言語活動を充実すること。」
と述べている。この観点からも体育における言語環境を整えるための基礎的な研究を行う
ことは，今後の体育授業の発展に貢献できると期待されている。
　これらの観点から検討を重ね，運動直後のコメントの記述方法について，改めて心理的・
技術的・体力的要因の３要因に分けて気付きや感想を書くことに留意させた。
　本研究は，大学生の水泳運動能力獲得に関わる運動体験をとおして，どのような感性用
語を用いているかを明らかにすることにより，動感身体知の形成に関わる基礎資料を得る
ことにある。

Ⅱ．方　法

１．水泳授業および「１０分間泳測定」の概要

　１）授業概要
・公共施設プール（市営）を利用しての実施。
・２期に分けての実施。１期は９月に５回（屋外プール），２期は１２月に３回（屋内プー
ル）の計８回。
・１回当たりの時間数は約２時間。
・１期と２期の間の約３ヶ月間に，「小グループ別練習」（４～５人）を課題とする最低
３回以上の練習を課す。小グループ編成に当たっては，メンバー間で水泳運動能力が
異なるように配慮し，異質グループ内での自己課題解決能力をより高めることを意図
している。

　２）測定期日
　「１０分間泳測定」は１期の最終日（９月）と２期の最終日（１２月）の２回実施。
　３）計測方法
・２～３人一組で交互に泳距離の測定に当たらせ，泳距離測定のミスを最小限にするた
めに，５０�毎の経過時間とラップタイム，および５分経過時の測定などを記した記録
用紙でチェックさせた。
・それと同時に５０ｍ毎の泳法ならびに立ち回数のチェックも行った。
・心拍数の測定については，開始前と運動直後の２回行い，１０秒間の心拍数を触診法に
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より計測させた。
・「運動直後のコメント」として，感想や気付きを心理的・技術的・体力的要因につい
て整理して書くことを指示した。なお，この３要因で分類する方法は，文部科学省の
平成１７年度学校体育中央講習会９）で椿本等が提唱している内容を引用した。

２．対象

　１９９７～２００３年までの児童教育専攻学生２年次生の計５４３名（男子：１４０人，女子：４０３人）。

３．用語の抽出および統計処理について

　書かれた文章から，主に心理的・技術的・体力的要因に関係すると思われる用語を全て
３要因に分類しながらの抽出を行った。さらに同義語および同類語と判断できる用語は同
類項としてまとめた。結果や予測・推量および願望など微妙な言い回しについても，でき
るだけ忠実に捉える配慮をした。
　その結果，心理的要因：２１項目，技術的要因：２３項目，体力的要因：７項目についての
感性用語を分類できた。

Ⅲ．結　果

１．対象とした大学生の水泳運動能力の実態について

　「１０分間泳測定」結果からは，以下のような考察１）を既に得ている。
１）１０分間泳測定における泳距離の平均値は男子で約３８０�，女子で約３５０�であった。
４００�以上を中級者レベルと評価する指標からは，大学生男子では初中級，女子につい
ては初級レベルの者が多いということができる。　
２）１０分間泳測定における泳距離の増加は，男女ともに２回目測定時に有意差が認めら
れ，男子で平均４４．９２�，女子で４６．５８�の増加がみられた。また中途での立ち回数も
男女ともに半減した。集中型授業における授業成果としての大学生の泳力向上の可能
性を支持できる結果と言える。しかしながら，１９８０年代測定時のデータ６２．２６�と比
較するならば増加率の低下が明らかであった。
３）泳力の男女差については，男子が優位であり泳距離の比較では約３５�の差であった
が，これまでに得られていたデータ５０�との比較からは，性差間能力の差が縮小化す
る傾向が見られる。
４）持続泳中に用いる泳法は能力の上位群ほどクロールで泳ぎ，下位群では平泳ぎを多
用する傾向が見られた。男女の比較からは男子にクロールで泳ぐ割合が高いのに対し
て，女子については平泳ぎに偏った泳ぎ方をしているのが特徴的であった。
　測定開始５０�までは能力差，男女間とを問わず，全体がクロールで泳ぎ始めるが，
１００�以降は特徴的な変化が確認できた。特にクロールでの呼吸法の習得程度が大き
く反映された結果であると推論できよう。
５）１０分間泳測定は，集中型授業においても水泳運動能力を測定する有効な方法である
と考えられ，泳力向上の具体性が得られる可能性を示している。
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２．感性用語の抽出結果と分類（表１～表３）

　１）心理的要因について
・１回目（９月時）で記述内容の高かった項目は，男子で「疲れた」（２６．８６％），女子
では「苦しい・苦しかった・きつかった‥」（３４．２４％）であり，いずれも��������要
因に関わるものであった。
・２回目（１２月時）における記述内容で最も高かった項目は，男女とも「うれしかっ
た・楽しかった・よかった」（男子：３５．０％，女子：５０．６２％）の��������要因であっ
た。
・記述率１０％を超える項目に着目するならば，男女ともに２回目測定時に��������要因
の「自信になった・よい経験になった・感動した‥」，「気持ちよく泳げた・リラック
スして泳げた・楽に泳げた」および「疲れなかった・苦しくなかった・バテなかった」
の３項目について高く，１回目測定時との比較からは大きな変化と捉えることができ
よう。
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表１　１０分間泳測定における記述用語の出現（心理的要因）：１９９７～２００３

記述回数　（％）

�（�：４０３）�（�：１４０）具体的に記述された用語
（��������要因） １２月時９月時１２月時９月時

↑４９（１２．１６）１１（　２．７３）↑１３（　９．２９）１（　０．７１）１．がんばった・努力した

↓１８（　４．４７）１３４（３３．２５）↓１０（　７．１４）２３（１６．４３）２．努力したい・頑張りたい・練習したい・挑戦したい

↑２０４（５０．６２）２３（　５．７１）↑４９（３５．００）８（　５．７１）３．うれしかった・楽しかった・よかった

↑１３２（３２．７５）２１（　５．２１）↑２７（１９．２８）３（　２．１４）４．自信になった・よい経験になった・感動した・驚いた

↑８０（１９．８５）３０（　７．４４）↑１７（１２．１４）１０（　７．１４）５．気持ちよく泳げた・リラックスして泳げた・楽に泳げた

２１（　５．２１）１８（　４．４７）１２（８．５７）４（　２．８６）６．悔しい・悔しかった

↑５５（１３．６５）１０（　２．４８）↑１４（１０．００）３（　２．１４）７．もう少し頑張れた・もう少し泳げた

５（　１．２４）００１（　０．７１）８．楽に泳ぎたい・リラックスして泳ぎたい

↑８２（２０．３５）０↑１３（　９．２９）０９．疲れなかった・苦しくなかった・バテなかった

５（　１．２４）２５（　６．２０）１（　０．７１）４（　２．８６）１０．立たないようにした・立たないようにしたい

１０（　２．４８）９（　２．２３）１（　０．７１）２（　１．４３）１１．１０分間は短く感じた・早く感じた

００４（　２．８６）０１２．余裕があった

↑４４（１０．９２）０００１３．成果が出た

（��������要因）

↓２０（　４．９６）１２４（３０．７７）↓９（　６．４３）３９（２７．８６）１．疲れた

↓３９（　９．６８）１３８（３４．２４）↓４（　２．８６）３５（２５．００）２．苦しい・苦しかった・きつかった・つらかった

５（　１．２４）２１（　５．２１）３（　２．１４）３（　２．１４）３．不安・心配・自信がない・あせり

↑４６（１１．４１）２０（　４．９６）↑１８（１２．８６）７（　５．００）４．残念だった・がっかりした・情けない・あきらめた

↓４（　０．９９）３７（　９．１８）０１１（　７．８６）５．長く感じた

３（　０．７４）１１（　２．７３）１（　０．７１）０６．手足が重い・腕が痛い・気分が悪い

２（　０．４９）０２（　１．４３）０７．消極的だった・力を抜いた

２（　０．４９）０００８．到達できなかった

８２６（２０４．９）６３２（１５６．８）１９８（１４１．４）１５４（１１０．０）�����



・１回目測定時で比較的高かった「努力したい・頑張りたい・練習したい・挑戦したい」
（男子：１６．４３％，女子：３３．２５％）の項目については，２回目測定時においては，男
子：７．１４％，女子：４．４７％と大幅に減少している。
・全体的な記述量については，男子よりも女子の方が高く，２回目測定時では，男子
１４１．４％に対し，女子２０４．９％であった。

　２）技術的要因について
・１回目の記述内容で最も高かった項目は，男子では「フォームが崩れる・ストリーム
ライン，グライドがとれない」：２０．０％，女子では「呼吸ができない・呼吸が続かな
い‥」：２１．５９％であり，次いで，「立ち回数が多い・すぐに立ってしまう」が男子
１４．２８％，女子１５．３８％と，いずれも技術的未習熟に関わる項目であった。
・２回目の記述内容で最も高かった項目は，男女ともに「長く泳げた・距離が伸びた」：
男子４８．５７％，女子５２．６０％であり，次いで「立たずに泳げた・泳ぎ続けられた」：男
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記述回数　（％）

�（�：４０３）�（�：１４０）具体的に記述された用語
（��������要因） １２月時９月時１２月時９月時

↑４１（１０．１７）１４（　３．４７）↑１５（１０．７１）３（　２．１４）１．リズムよく泳げた・同じペースで泳げた

↓１０（　２．４８）２５（　６．２０）↓２（　１．４３）１８（１２．８６）２．同じペースで泳ぎたい・一定のリズムで泳ぎたい

↑５１（１２．６５）１３（　３．２２）↑１７（１２．１４）１（　０．７１）３．立たずに泳げた・泳ぎ続けられた

５（　１．２４）２７（　６．７０）３（　２．１４）０４．ゆっくりと・長く・楽に・効率よく泳ぐ

７（　１．７４）１５（　３．７２）３（　２．１４）２（　１．４３）５．クロールで泳ぎ続けたい・クロールを直したい

０５（　１．２４）０２（　１．４３）６．平泳ぎを覚えたい・平泳ぎで挑戦したい

↑３７（　９．１８）１５（　３．７２）３（　２．１４）４（　２．８５）７．呼吸を整えて・呼吸法を身につけたい・上手な呼吸で

↑２９（　７．１９）２０（　４．９６）↑１１（　７．８６）２（　１．４３）８．フォームに気をつけて泳ぐ・ストリームライン・グライド

０７（　１．７４）０１（　０．７１）９．ターンができるように・ターンの練習を

４（　０．９９）３（　０．７４）０１（　０．７１）１０．基本、基礎が大切だ

↑２１２（５２．６０）０↑６８（４８．５７）０１１．長く泳げた・距離が伸びた

００↑１８（１２．８６）０１２．上達した・うまくなった・成果があった

１９（　４．７１）０５（　３．５７）０１３．クロールで泳げた・泳ぎ続けられた

１１（　２．７３）０３（　２．１４）１（　０．７１）１４．平泳ぎができるようになった

↑５９（１４．６４）０↑１８（１２．８６）０１５．立ち回数が少なかった・減った

１４（　３．４７）０００１６．フォームが改善された・上達した

６（　１．４９）０００１７．水に慣れた・水と一体になった・水の抵抗を感じた

（��������要因）

↓１７（　４．２２）６２（１５．３８）↓１１（　７．８６）２０（１４．２８）１．立ち回数が多い・すぐに立ってしまう

↓９（　２．２３）８７（２１．５９）↓２（　１．４３）１５（１０．７１）２．呼吸ができない・息が続かない・呼吸法が…

↓６（　１．４９）４６（１１．４１）↓１（　０．７１）２８（２０．０）３．フォームがくずれる・ストリームライン、グライドがとれない

↑４６（１１．４１）２２（　５．４６）１０（　７．１４）８（　５．７１）４．あまり進めない・体が沈む・距離が伸びない

５（　１．２４）１６（　３．９７）↓２（　１．４３）９（　６．４３）５．ペース配分ができない・ペースがわからない

０６（　１．４９）１（　０．７１）０６．平泳ぎができなかった

５８８（１４５．９）３８３（９５．０）１９３（１３７．８）１１５（８２．１）�����

表２　１０分間泳測定における記述用語の出現（技術的要因）：１９９７～２００３
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記述回数　（％）

�（�：４０３）�（�：１４０）具体的に記述された用語
（��������要因） １２月時９月時１２月時９月時

↓０１５（３．７２）↓０８（　５．７１）１．持久力をつけたい・長い距離を泳ぎたい

↓４（　０．９９）１８（４．４６）↓２（　１．４３）６（　４．２８）２．体力をつけたい・体力づくり

↑１３（　３．２２）０↑６（　４．２８）０３．体力が向上した・体力を維持できた

５（１．２４）０１（　０．７１）０４．余力があった

（��������要因）

↓１１（　２．７３）５３（１３．１５）↓５（　３．５７）３１（２２．１４）１．体力がない・運動不足・スタミナ不足

１（　０．２５）６（　１．４９）０３（２．１４）２．休んでしまった・休む時間が長かった

００２（　１．４３）０３．バテた・スタミナが切れた

３４（８．４）９２（２２．８）１６（１１．４）４８（３４．３）

表３　１０分間泳測定における記述用語の出現（体力的要因）：１９９７～２００３

表４　水泳指導場面における技術用語一覧表と抽出された用語について

（網掛けされた項目は、抽出された用語を示す。）

キーホール・プルパターン４７スカーリング２４浮力１

平泳ぎ４８スナップ２５抵抗２

ウェッジ・キック４９ドル平２６水圧３

ウィップ・キック５０浮標２７揚力４

馬泳ぎ５１伏し浮き２８抗力５

ロング・アーム・プル５２背浮き２９アルキメデスの原理６

あおり足５３クロール３０バディー・システム７

足首を返す５４エルボー・ベント３１沈む８

背泳ぎ５５ハイ・エルボー３２浮く９

横泳ぎ５６キャッチ・アップ３３ストリーム・ライン１０

バサロ・キック５７ローリング３４キック１１

はさみ足５８ストローク３５蹴伸び１２

踏み足５９エントリー３６グライド１３

蹴り足６０キャッチ３７バタ足１４

横体姿勢６１プル３８カエル足１５

古式泳法「水府流」６２リカバリー３９呼吸１６

ターン６３ギア・チェンジ４０ボビング１７

有酸素運動６４リズム、リズミカル４１ブクブク・パー法１８

見取り稽古６５アクセントをつける４２ウン・パー法１９

他者観察６６コンビネーション４３イルカとび２０

グループ学習６７タイミング４４ドルフィン・キック２１

補助・幇助６８バタフライ４５サイン・カーブ２２

伸びをとる４６エレメンタリー・ストローク２３



子１２．１４％，女子１２．６５％であった。
・１０％を超す記述率は１回目よりは２回目の方が高く，��������要因にその傾向がみら
れた。
・記述量および記述内容については，男女ともに近似した傾向を示している。
　３）体力的要因について
・男女ともに１回目測定時において，��������要因の「体力がない・運動不足・スタミ
ナ不足」（男子：２２．１４％，女子：１３．１５％）についてのみ記述回数が高かった。
・２回目測定時の記述量は，１回目に比して極端に減少しており，男女ともに似た傾向を
示している。
・他の２要因に比較して，本要因の計７項目は，約１／３程度の記述量でしかなかった。

３．水泳指導用語に関する抽出された技術的用語

　水泳指導場面において，指導者から発せられる水泳特有の技術的用語について，どの程
度の用語を獲得し記述しているかを表したものが表４である。
　６８項目中，抽出された用語は「抵抗」・「ストリームライン」・「グライド」・「呼吸」・「ク
ロール」・「平泳ぎ」・「ターン」の７項目であり，全項目の１０．２９％の出現率であった。

Ⅳ．　考　察

１．運動体験の言語化と感性用語について

　対象となった大学生の水泳運動能力は，大半が初中級レベルであったことも背景にあ
り，水泳授業における学習効果としての泳力（持続泳能力）向上については男女ともに有
意差が明確に認められる結果１）を得ている。
　感性用語の記述傾向からは，男女ともに２回目測定時の記述量は心理的要因が最も高
く，技術的要因を上回った。また技術的要因に関する記述内容からは，指導場面で用いら
れている用語をフィードバックさせた内容は極めて少なく，水中での微妙な身体操作など
の感覚的要素や水のもつ特性の影響など具体的な記述はほとんど見受けられなかった。つ
まり，運動意識のなかで対象化された，運動者の反省的意識によって捉えられた記述内容
が大半を占めており，対象として捉えることのできない身体化された知識や感覚など，有
用性から離脱しての溶解体験をとらえようとした表現はほとんどみられなかった。このこ
とは獲得している水泳運動能力が未習熟であることによる影響が大きいことが考えられ
る。一方，性差の観点からは，心理的および技術的要因の２要因について女子の記述量が
男子よりも多い傾向が見受けられた。
　泳距離が有意に向上したことは，すでに統計的に確認されているが，心理的要因の記述
変容からは，��������要因としての「疲れた」・「苦しい，きつかった，つらかった‥」の
２項目についての記述量が２回目において激減していること，それに代わって，「うれし
かった，楽しかった‥」・「自信になった，よい経験になった，感動した‥」，さらに技術
的要因の「立ち回数が多い，すぐ立ってしまう」・「呼吸ができない，息が続かない‥」お
よび「フォームくずれる，ストリームライン・グライドがとれない」の��������要因３項
目について記述量が減少していること，そして「長く泳げた，距離が伸びた」についての
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記述量が最も高かった，ことなどから泳力の向上を心理的および技術的側面からも十分に
確認することができる。
　一方，体力的要因に関する記述量は，他の２要因に比して極端に少なく，僅かに１回目
測定時における「体力がない，運動不足，スタミナ不足」についての記述量が認められる
だけで，２回目測定については１回目よりも大幅な記述量の減少がみられた。性差の観点
からは，「体力がない，運動不足，スタミナ不足」についての記述量は，１回目測定におい
て女子よりも男子の方が高かった。
　「１０分間泳測定」に求められる身体的要素としての体力要因は，心肺持久力・筋持久力
および全身持久性，および呼吸器官としての「呼気」・「吸気」など呼吸法との関連性が主
要なものとして問われてくるが，記述されたほとんどが「体力」や「持久力」および「運
動不足」といった日常的な一般的用語にしかみられず，体力に関する具体的内容までは言
い表されていない。このことからは，自身の身体観や体力に関わる認識および体力構成要
因の理解が十分に形成されていないことが推測できよう。今後は，体力に関する用語の分
類をより詳細にすることで，体育の教科としての特徴である体力についての知識を理解さ
せることができる可能性を示唆している。

２．運動経験による記述のカテゴリー化への試み

　運動の経験は，本来的に主観的，個人的なものであり，その経験によってもたらされる
意味や意義を見い出すための方法も，必然的に「経験的」なものにならざるを得ない。運
動の経験は，それを行う人間自身の目的意識に基づいた固有な特徴を持っており，その経
験は，意識に表れるがままの経験の直接的記述と，そこから取り出された意味を解読する
現象学的な方法によって記述されることになる。
　運動の経験７）は，本質的に非言語的，非知的な活動であるが，我々がスポーツや運動に
ついて語るとき，経験的記述は運動の経験の本質的特徴を捉えるのにより近いものである
と言えよう。また，経験的記述は，運動中および運動直後における運動者の主観的表現の
言語的解釈ともみなすことができる。
　運動の経験が自分自身の運動経験の間および経験直後にどのような意味を獲得するのか
ということを理解するために役立つものであり，同時に自分自身を知るための方法を示す
ものとの考えから，井上８）は経験的記述に対する択一的なカテゴリーの枠組み形成を試み
ている。すなわち，１）空間・時間認識，２）他者認識，３）身体・自己認識，４）他者
一体化，５）身体超越，６）美的感覚，７）決断，８）人間学的意味，９）自己確認，１０）
可能性探究である。これらは相互に関連し，本来分離することはできないものであるが，
カテゴリーは，運動者の生々しい経験に関する一定の特徴を示しているとし，各カテゴ
リーを次のように解釈している。
「　１）空間・時間認識８）

　運勘考の生きられる経験における時間と空間の認識について言及する。記述におい
て，運動者は自身の運動に内在する空間的，時間的特質を生き生きと表現する。際限
のない空間や瞬間瞬間の経験を感じ取り＜知る＞ための特定の「方法」が運勘考によっ
て確認される。

��� 大山康彦・椿本昇三・鋤柄純忠・齋藤まゆみ



　２）他者認識
　運動者は，経験の環境内における他者について認識する。パフォーマンスの間，他
者（チームメイト，相手，審判，コーチ，観客，道具，施設等）は，普段とは全く別
の角度から認識される。これらの「他者」も，運勘考にとって生きて動いているまま
の存在である。

　３）身体・自己認識
　運動経験中の身体の運動を詳細に写し出す。運勘考の内的態度，あるいは身体的な
気づきが，運動から運動への経験において生き生きと記述される。それはあたかも自
己の身体がそれぞれの状況において，自分自身に話しかけているかのようである。

　４）他者一体化
　運動を経験中，連勘考が他者と統合される状態を描いている。運動者は生きられる
運動において，他者，特に他の運動者やそこに含まれる道具との一体感を持つように
なる。運勘考は，新しい世界との出会いを通して，自身が全体の一部であることを感
じる。それは生きられる経験における自身と他者との間の特別な相互作用である。

　５）身体超越
　運動者はある特定の行為に没頭する時，自分自身の身体を「忘れ」，あるいは自己
の喪失態を経験する。それは運動者が，動くという行為に熱中し，身体を感じること
すら失してしまう状態である。運動の経験は，この時多くの努力を必要としない。そ
して，無意識的，無意図的に一定の身体的技術を獲得する。

　６）美的感覚
　運動考によってのみ経験される，身体感覚的な理解を表わす。それは，身体的技術
の獲得と深く関わると共に，運勘考の内的成長や発達の身体的感覚あるいは美的感情
を伴っている。

　７）決断
　運勘考の予期，集中，あるいは運動経験における特定の行為に対する決断を示す。
スポーツを経験するとき，運動者は択一的な決断を要求される状況にしばしば遭遇す
る。それは運動考によって，状況に対する注意と意図，それに対する即座の判断や解
釈，そして予期される行為への準備として表現される。

　８）人間学的意味
　喜び，絶望，自由の純粋な表現，あるいはスポーツの経験を通して「特に自分自身
のもの」を得た感覚である。結果として，ここでは意識レベルでの肯定的，あるいは
否定的自己との遭遇をもたらす。運勘考は，その経験を通して自身の世界内存在を感
じとる。

　９）自己確認
　スポーツの経験を通して自己を理解すること，あるいは自己を確認することを示
す。その経験を通して，運勘考は自分自身の世界内存在を確認する。運勘考は，運動
経験の意味や意義を見い出す中で自分自身を理解する。またそれは，個別的な成長や
発達と関わっている。
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　１０）可能性探求
　運動者の行為に内在する潜在的な能力の追及，すなわちスポーツ経験の間やその直
後の可能性の探究を示す。それは，次の運動経験へ向けての創造性と動機づけの表現
ともみなされる。言い換えれば，それは運動経験と関わる自己の世界の拡大であり，
個別的な成長や発達と関わっている。」

　表５は，井上８）の提示した主要なカテゴリーを基準に，記述された用語について分類化
を表したものである。その結果，２）他者認識および４）他者一体化の２項目を除く，８
のカテゴリーについて識別できた。
　特に，心理的要因に関しては「人間学的意味」についての記述項目が多く，技術的要因
に関しては，「身体・自己認識」や「決断」および「自己確認」の３項目に多く，体力的
要因に関しては，「自己確認」について多くの記述がなされている傾向が把握できる。
　それに比較して，１）「空間・時間認識」や５）「身体超越」および１０）「可能性追求」
の４項目に関しての記述は極めて少なかった。
　８のカテゴリーと３要因との関係において，ある要素への偏重した傾向は確認できる
が，全体的には，身体および運動が幅広い可能性を有していることに気付かせられる。
　ただし，「人間学的意味」「自己確認」「可能性探求」の３つの段階における特質は，個
別的な発達に関わって，運動経験の教育的な意義を反映するものと井上は指摘しているこ
となどから，「１０分間泳測定」を運動経験とした今回の記述内容の分析からは，「人間学的
意味」および「自己確認」の２項目については該当する記述項目は散見されるが，「可能
性追求」に関しては全体で３項目に過ぎず，潜在的能力の追求に関しては，やや消極的態
度であることが見受けられる。

Ⅴ．要　約

　大学生を対象に「１０分間泳測定」による持続泳能力を問う運動の経験的記述によって抽
出された感性用語を集積し分析を試みた結果，以下のように要約できよう。
１）感性用語を心理的・技術的・体力的要因の３要因に分類した結果，心理的および技術
的要因に関わる記述が多く，男女ともに共通した傾向を示した。
　特に，心理的要因に関する記述が多く，体力的要因については極端に少なかった。体
力要因ついては，用語を詳細に分類することが，学習者に知識を理解させる上で必要で
あると示唆された。
２）男女ともに２回目測定時の記述量は有意に高く，心理的および技術的要因にのみ，こ
の傾向はみられた。このことからは，身体知および動感身体知の形成および言語化への
可能性を示していると考えられる。
３）抽出された感性用語の経験的記述をさらにカテゴリーの枠組みで捉えようとした場合，
主に「人間学的意味」や「身体・自己認識」，「決断」および「自己確認」への属性が確
認でき，運動経験の教育的意義を反映する結果を得た。
４）感性用語のほとんどは，運動意識が対象化されたものに関する記述であり，対象とし
て捉えることのできない深化させた記述，すなわち暗黙知の次元での記述については得
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られなかった。
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可能性
追　求

自己
確認

人間学
的意味決断美的

感覚
身体
超越

身 体 ・
自己認識

空 間 ・
時間認識具体的に記述された用語

○１．がんばった・努力した

心　
　

理　
　

的　
　

要　
　

因

○２．努力したい・頑張りたい・練習したい・挑戦したい
○３．うれしかった・楽しかった・よかった
○４．自信になった・よい経験になった・感動した・驚いた

○５．気持ちよく泳げた・リラックスして泳げた・楽に泳げた
○６．悔しい・悔しかった

○７．もう少し頑張れた・もう少し泳げた
○８．楽に泳ぎたい・リラックスして泳ぎたい

○９．疲れなかった・苦しくなかった・バテなかった
○１０．立たないようにした・立たないようにしたい

○１１．１０分間は短く感じた・早く感じた
○１２．余裕があった
○１３．成果が出た

○１．疲れた
○２．苦しい・苦しかった・きつかった・つらかった
○３．不安・心配・自信がない・あせり
○４．残念だった・がっかりした・情けない・あきらめた

○５．長く感じた
○６．手足が重い・腕が痛い・気分が悪い

○７．消極的だった・力を抜いた
○８．到達できなかった

○１．リズムよく泳げた・同じペースで泳げた

技　
　

術　
　

的　
　

要　
　

因

○２．同じペースで泳ぎたい・一定のリズムで泳ぎたい
○３．立たずに泳げた・泳ぎ続けられた

○４．ゆっくりと・長く・楽に・効率よく泳ぐ
○５．クロールで泳ぎ続けたい・クロールを直したい
○６．平泳ぎを覚えたい・平泳ぎで挑戦したい
○７．呼吸を整えて・呼吸法を身につけたい・上手な呼吸で
○８．フォームに気をつけて泳ぐ・ストリームライン・グライド

○９．ターンができるように・ターンの練習を
○１０．基本、基礎が大切だ

○１１．長く泳げた・距離が伸びた
○１２．上達した・うまくなった・成果があった

○１３．クロールで泳げた・泳ぎ続けられた
○１４．平泳ぎができるようになった
○１５．立ち回数が少なかった・減った
○１６．フォームが改善された・上達した

○１７．水に慣れた・水と一体になった・水の抵抗を感じた
○１．立ち回数が多い・すぐに立ってしまう
○２．呼吸ができない・息が続かない・呼吸法が…
○３．フォームがくずれる・ストリームライン、グライドがとれない
○４．あまり進めない・体が沈む・距離が伸びない
○５．ペース配分ができない・ペースがわからない
○６．平泳ぎができなかった

○１．持久力をつけたい・長い距離を泳ぎたい
体
力
的
要
因

○２．体力をつけたい・体力づくり
○３．体力が向上した・体力を維持できた
○４．余力があった
○１．体力がない・運動不足・スタミナ不足

○２．休んでしまった・休む時間が長かった
○３．バテた・スタミナが切れた

表５　記述用語のカテゴリー
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